


The Two Definitions of Al Coaching 

「Alコ ーチング」には2つの異なるアプロ ーチが存在する

1. Alにコ ーチングをしてもらう
(Al as the Coach) 

人工知能がユーザーに対して問いかけやフィ ー ドバック
を行い、 コ ーチの役割を代替する。

例： ChatGPTによる対話、 Awarefy、 Am itなどのアプリ 。

※木資料では、 プロフェッショナルが活用すべき「2」のアブローチを中心に解説します。

2. Alによってコ ーチングの効果・効率を上げる
(Al as the Assistant) 

コ ーチやカウンセラーが行うセッションをAlが裏側で
支援（要約・評価・整理）する。

Key Concept: Alは「代替」ではなく「支援ツール」
として機能する。

 



Approach 1: Automation and Accessibility 
アプロ ーチ1: Alが主体ととなるコ ーチングの特性

0 Pros（メリット）

• Cost（コスト）：人件費が削減でき、 コストが劇的に下がる。

• Availability（可用性）：24時間365日、好きな時に利用できる柔軟性。

• Use Case：目標設定の補助、日々のログ記録など。

0 Cons（デメリット／限界）

• Nuance（ニュアンス）：「本当に？」といった違和感の指摘や、非言語情報（沈黙・声の揺
らぎ）の読み取りが苦手。

• Depth（深さ）：人生背景や価値観を理解し、言語化されない部分に寄り添う力が不足。

Takeaway：低コストで手軽だが、 プロフェッショナルな対人支援の完全な代替にはなり得ない。
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Approach 2: The Al-Augmented Professional 
アプロー チ2：実務家のための「支援ツール」としてのAl活用

Al for Efficiency & Quality（効果・効率を上げる）

Individual Support 
（一人ひとりに寄り添った支援）

•過去の行動パターン分析

•継続的なフォロ ー （リマインド・

励まし）

•学習コンテンツの個別最適化

Operational Efficiency 
（業務効率化）

•録音データの自動文字起こし・要

約

•議事録作成

•アセスメント結果からのフィ ード

バック自動生成

Impact：手間のかかる記録・管理から解放され、 「本質的な対話」や「戦略立案」に集中できる。



The Comparative Advantage Matr ix

人とAlの役割分担：それぞれの「得意領域」を理解する

Feature Al (Artificial Intelligence) 

Information Processing 得意：大量の情報処理・記録・数値分析

Availability 得意：24時間365日稼働・即時レスポンス

Objectivity 得意：先入観や感情に左右されない公平な対応

Empathy & Context 不得意：文脈や空気を読む、 複雑な倫理的判断

Intervention 不得意：違和感をあえて伝える、 深い心理的介
入

Human (Professional Coach) 

不得意：膨大なログの完全な記憶

不得意：時間・体力の限界

注意：無意識のバイアスが入る可能性

得意：非言語情報の読み取り 、 共感、 人
生背景の理解

得意：クライアントの思考を揺さぶる、

関係性の癖への介入

Conclusion: Alが「サイエンス（データ・論理）」を担い、 人が「アー ト（対話・変容）」を担う。

 



Strategic Merits: Efficiency & Visibility 
Al コ ー チング導入のメリット1 &2: 効率化と可視化

Merit 1: Cost & Time 
Reduction（時間とコストの削

減）
・記録、 振り返り、 フィ ー ドバック

作成の自動化により、 作業時間を

大幅に短縮。

•夜間や週末でも稼働するため、 急

ぎのタスクや多忙な時期でも業務

が止まらない。

•少ないリソ ースでより多くのクラ

ィアントを支援可能に．

Merit 2: Visualization of 
Growth（成長の可視化）

・対話データを蓄積し、 思考傾向や

行動パターンの変化を「データ」

として可視化。

•成長実感が薄いクライアントに対

し、 数値やグラフで客観的な証拠

を提示できる。
・ 「前に進んでいる」という実感が

モチベーション維持につながる。



Strategic Merits: Quality & Creativity 
Alコ ーチング導入のメリット3, 4 & 5：質の向上と創造性

Merit 3: Objective Feedback 

客観性のあるフィ ー ドバック

主観や感情を排し、 データに基づ

いた中立的な視点でアドバイスを提

示。根拠が明確であるため、 クラ

イアントにとって納得感が高い。

Merit 4: Standardization 

組織全体での均質化

担当者の経験値やスキルによる支

援のばらつきを最小限に抑える。

支援内容や進捗を一元管理し、 育

成方針を統一できる。

（多拠点・急拡大チームに有効）

Merit 5: Sh ift to Creativity 

創造的領域へのシフト
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事務作業をAlに任せることで生まれ

た時問を、 本質的な仕事（関係構

築、 戦略設計）に投資。 限られた

人材で最大の成果を生む体制づく

り。



Global Standards: The ICF Framework 
国際コ ーチング連盟 (ICF) が示すAl活用のフレームワ ーク

Context: ICFはAlを倫理的かつ効果的に活用するための6つの領域を策定。

Technical Factors （技術的要因）
セキュリティ 、 プライバシー

、 アクセシピリティ

Guarantee & Test（保証とテスト）
信頼性、 使いやすさ、 効果性の確保

Foundation （基盤）
Alの倫理的使用とコーチングマインドセットの統合

Co-creation （関係の共創）
信頼と安全性の構築、 合意形成

Communication （効果的なコミュニケーション）
Alによる傾隠と気づきの促進

Learning & Growth （学習と成長の促進）
暉的な発展のサポー ト



Managing Risks: Privacy & Fairness 
導入前に知っておくべき課題と対策（1/2)

Challenge 1: Privacy & Security 

（プライバシー保護）

Risk Solution 

---

➔ 

機密性の高い個 暗号化技術によ
人データ（セッ るアクセス制
ション内容、 限、事前の明確
学習履歴）の漏 な同意取得（
洩。 インフォ ームド

コンセント）。

Challenge 2: Al Limitations 

(Alの限界と誤解）

Risk Solution 

G ➔
●幽

し恩
Alは感情の微細 「Alであるこ
なニュアンスを と」を明示し、

完全には理解 専門的な判断が
できず、緊急時 必要な場合は
の心理サポート 人間のコーチへ
は不可。 引き継ぐ体制を

作る。

Challenge 3: Bias & Fairness 

（公平性とデータの偏り）

Risk Solution 

△ ら ➔ 

アルゴリズムバ 多様なデータの
イアスによる不 学習と 、 定期的
公平なフィ ー な監視・改善プ
ドバック。 ロセスの実施。



Managing Risks: Responsib i lity & Quality 
導入前に知っておくべき課題と対策（2/2)

Challenge 4: Unclear Respons ibility 

（責任の所在）

Risk 

&t 
Alが誤った情報を提
供した場合、 誰が責
任を負うのか不明定
確になる。

➔ 

Solution 

利用規約で責任範囲を
定め、問題発生時の
カスタマーサポー ト体
制を整備する。開発
者・提供者・利用者の
役割分担を明確化。

Challenge 5: Continuous QA 

（継続的な品質保証）

Risk 

技術の進化や倫理基準
の変化への遅れ。

➔ 

Solution 

ユーザーからのフィ ー

ドバックを収集し、 シ
ステムを定期的にアッ
ププデー トする。倫理
基準への適合を常に
検証する。



The Solution: MetaMentor CRM 
Alコ ーチングの第一歩：MetaMentor CRM

クライアント管理とAl分析を統合し
た、 対人支援者のためのプラット
フォ ーム。

Core Function: Client Management + Al Analysis 

1 Centralization：セッション記録やカルテなど、 クラ
ィアント情報の一元管理。 「一人ひとりに合わせた柔
軟な管理」を実現。

2 Automation：録音データをアップロー ドするだけで、

Alが自動で文字起こし・要約・フィ ー ドバック生成。

3 Impact：事務作業時間を削減し、 クライアントとの対
話に集中できる環境を提供。

https://metamentor.tech/product/crm/






https://metamentor.tech/product/crm/





